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論文題昌 燃料電池用燃料改質器の1j型高効率化に関する研究
査結果の要旨
燃料髄は高効率でクリーンな動力源の｛捕として研究開発が進んで、いるが，自動車などの移動
体用で数十回クラスのものはまだ研究開発の途上である．燃料·t~也本体の研究開発とともに，その水
素源については多くの課題が残っている．その中で，液体燃料を改質して水素源とする燃料電池シス
テムは，移動体用として有力な候補の一つである．
本論文では，メタノール燃料改賀器の高効率化・小型化を狙い，始動性と応答性を確保するために
改質反応の低温化を図ること9 およて燃焼範囲が広く高効率でノj型な加熱方法を提案することを研究
課題とし以下の結論を得ている．
(1）メタノL担体化した改簡裁菜体を分審せすることで者綴効果による改賀ガスの混合およて対靖子ゆ伝剰感銘こ｜
より9改質率と∞濃度のトレ｝ドオフ関係、を改善しメタノール処理翠が多くなっても改質率を高くできること
を示した．こ¢結果をおこ鱗職協η最恵化に役立づq~閥抗シミュレ｝ションモデ〉レを構築した．
(2）燃料簡単で手！開しきれ冷い水素（アノー ドオフガス）を燃境させ力母体用紫野、とするため，ミリスケー ルま
たはサブミリスケールの小さな訴杭朝協を誘起する宛包列訴閉じて，可媛控気問調方法く，骸co~クリー
ンで： 4型な平椀WJ~故機境方式を提案した燃影解を向上させるには発踊さ (H）が重要なパラメータ念
日コ0.6 へ-0. 7面閉が必要であることを明ら制こした
(3）斑明故機捺イ格車煩請を謝礼，改開強齢、よひ努手掛ドガス特性を穿雌句に言明笛し，改質率は鰯似
上，∞鴻支は1総よ下の条件を満たしながら水素白論告力が4. 回一ゐ生であり，長陵むな三えは百まつ，∞が10開廷
以下，陥Eはえ料以下で極めてクリーンであることを示した．この実擬荘果と数｛厳十算結果を用いて，水素生
成長力50k 習の自説朝改質器規強野測を行なし＼ 6 kWー いとし 1う非常~UH型な改顎器が実現できる見通し
を得た
以上のように本研究は，燃料電池用燃料改質器の高効率化と4型化に向けて，オリジナリティーの高
し1研究成果を挙げている．新方式の改質器の提案と同時に，改質触媒と触媒燃焼器内部の流動と反応現
象についての新知見を得るなど，実用上も学術上も高く言判函でき，博士（工学）の学位論文に値するも
のと認められる．
